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平成３０年１２月１０日

※ 町内配付１２月１０日

教育目標 「心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子」

師走 ２学期のまとめと３学期に向けて…師走 ２学期のまとめと３学期に向けて…
本格的に寒くなってまいりました。きれいに色づいていた木々も、ふと気が

つけば冬の姿に変わっていました。季節の移ろいは早いものです。先々週に数

㎝の初雪…この週末は30㎝の積雪となりました。いよいよ本格的な冬を迎える

のだなと、初めての小千谷・東山の冬にドキドキ…少しワクワクしています。

保護者・地域の皆様には、師走を迎え、何かと気忙しいことと存じますが、ど

うぞ体調にご留意され健やかにお過ごしください。

さて、学校では長かった2学期の締めくくりの時期を迎え、授業では学期のま

とめや学習の積み上げの確認テストへの取組、また諸活動でも充実した取組が

行われています。9月からはじめた週単位でのドリル学習と週末テスト「山っ子

テスト」も一番多く実施できた学級は、先週で14回目でした。ほとんどの子が

平均90点以上で、中にはこれまで全回100点の子もいます。6日(木)の昼休み

に行われたイベント委員会主催の全校あそび「大声カルタ」では、教務室まで

聞こえるほどの大声で返事をしながら、楽しそうにカルタを取り合う姿が見ら

れました。「東山小の返事の声の小ささを何とかしたい！」という思いからの

発案で、とても良い発想だと思います。休み時間にはドッヂボールや鉄棒、竹

馬などで、寒くても体を動かして元気に遊ぶ姿も多く見られます。そんな中、

3学期のスキー大会に向けて、課外活動も始まりました(後述)。

一方で、来年度の予定なども作りはじめています。新しい学習指導要領の全面実施を2020年度

に控えて、平成31(2019)年度は、授業時数の増加や外国語・道徳の教科化など、教育課程の大

きな変革を迫られています。

新学習指導要領実施への対応ではありませんが、東山小学校では来年度に向けての試行として、

3学期初から複式学級(3,4・5,6年生)の「わたり授業」(国語・算数)を解消することにしました。

「わたり」の授業とは、担任一人が一つの教室で複数学年の児童それぞれに別々の内容の授業を行

うことです。複数の学年に対してでも同一の授業を行うのは「わたり」ではありません。

「わたり」は複式学級のある学校では以前から行われてきましたが、子どもたちにとっては間違

いなく不利益ですし、担任の負担も大きくなります。どうしても授業の中で「待つ時間」が生じ、

単学級に比べて授業が遅れがちにもなります。これらのことから、1学期末頃から「なんとかして

わたり授業を解消したい」と考えてまいりました。

具体的には校長または教頭が担任と受け持ちを分けて授業を行います。例えば、これまで担任が

一人で行っていた5,6年生の国語を、5年生に対し校長が、6年生に対し担任が、それぞれ別々の

教室で授業をするということになります。したがって、単純に3～6年生の国語と算数の授業コマ

数計19コマが倍になります。授業数が増えるのに対して職員が少ないことから、担任が受け持っ

ている学級とは別の学級の授業を行ったり、4学年合同の体育を行ったりします。すでにそれぞれ

の授業の受け持ちを決め、全校の時間割も完成しました。うまくいけば来年度も同様の形で進めて

いきたいと思っています。保護者の皆様には、後日、わたり授業解消に伴う時間割変更についての

案内(説明)文書を配付します。
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スキー課外活動 はじまるスキー課外活動 はじまる
2月2日(日)に予定されている「親善スキー大会」に向けて、いよ

いよスキーの課外活動が始まりました！先週、玄関にブルーシート

を敷き、バイスを設置してワックス作業場を作り、子どもたちに貸

出スキーを振り分けました。雪が降るまでは基礎体力づくりや基本

動作の練習などを行う予定でしたが、雪が積もったので、スキーの

準備ができ次第、グラウンドでの練習や体育館屋根からの落雪でで

きる雪山を使って滑走練習などはじめます。また3学期には現地練習も数回予定しています。

私(丸山)はノルディック(距離スキー)の経験がないのですが、知らない分、とてもワクワクして

います。当校職員の半数は経験が豊富ですし、何より子どもたちが「今年は…」と意欲を漲らせて

います。子どもたちの活躍が見られるのが今から楽しみです。

どすこい！どすこい！「学童相撲大会「学童相撲大会」」
11月24日(土)に小千谷市総合体育館で「学童相撲大会」が行われま

した。2年沙樹さん、3年愛菜さん・咲生さん、5年紗衣羽さん・那智さ

ん・慎仁さんの精鋭6名が出場しました。うち5人は5月にあった「わん

ぱく相撲」にも出場しており、愛菜さんが3位入賞を果たしています。

お世辞にも十分な練習ができているとは言えませんが、やってくれるん

じゃないか…と淡い期待をしながら応援に行きました。

1年生から取組が始まり、上学年へと進んでいきますが、東山勢は１

～２回戦を勝ち上がっても、なかなか上位の取組まで進むことができま

せん。片貝小をはじめ他校の選手を見ていると、だいぶ練習を積んでき

た様子が見受けられ「これは厳しそうだな」と思い始めた矢先、那智さ

んが見事に準優勝！準々決勝～決勝戦まで、体格の勝る相手選手に対して一歩も引かない見応えの

ある取組でした。那智さんにはもちろん、出場した6選手に大きな拍手を贈ります！

「東山・小千谷をアピール！」「東山・小千谷をアピール！」葛巻小との交流葛巻小との交流
3日(月)、佐藤先生の前任校である見附･葛巻小学校の3年生が来

校しました。1学期に「地域について学んだことを発表しよう」

と、3,4年生が葛巻小を訪問し双方が発表しました。その後先方か

ら「ぜひ東山小にも行ってみたい！」「牛太郎に会いたい！」と申

し入れがあり、実現しました。

当日は2校時に牛舎を見学、3校時からは体育館で3,4年生が「小

千谷カルタ」をもとに考えた「小千谷クイズ」を披露し、グループ

に分かれて小千谷カルタを楽しみました。その後はお弁当を一緒に

食べて交流を深めました。

クイズの出題や解答・説明で、緊張しながらも堂々と発表する姿

を見て、こうして郷土愛がより確かなものに成っていくのだと感じ

ました。少人数での活動、

気心知れた者同士の活動ば

かりになりがちの東山小学

校の子どもたちにとって、

他校児童との交流…それも

小千谷市外の学校との交流

はとても良い経験であった

と思います。


